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１ 個人テーマ：望ましいペーパーテストの提案 ―「総合問題」からの脱却― 

 既に「グローバル社会」という言葉は世の中に浸透し、英語を習得することの重要性はますます高ま

るばかりである。令和２年度からは小学校でも英語教育が必修化され、大きな転換期を迎えている。小

学校に続き、令和３年度に中学校、そして令和４年度には高等学校で新学習指導要領が実施され、英語

教育にも大きな変革がもたらされる。その中には、今回の改訂で新たに整理された三つの観点からの、

観点別学習状況の評価の実施が挙げられる。 

 観点別学習状況の評価を行う理由の一つには、指導と評価を一体化させることがあると考える。教師

が指導の改善を図るとともに、生徒が自らの学習を振り返ることで、効果的な教育活動の提供と着実な

学習内容の習得に繋がる。観点別学習状況の評価を有効に活用し、英語学習者の言語運用能力を向上さ

せるためにも、根本的に改善すべき事項はないのか疑問が生じた。 

 

２ テーマ設定の理由：養いたい能力の伸長に繋がる問題形式・出題方法の精査 

 授業を行う上で指導方法を見直し、改善を図ることは授業者に常に求められていることで、もはや義

務であると言っても過言ではない。しかし、教授法が優れているだけでは生徒の能力伸長が達成される

訳でもない。定期的に学習到達度を把握し、個に応じて不足を補うアプローチを行うことも教育活動で

は重要な側面を担う。その学習到達度を測るものがテストであり、試験である。 

 教師という立場上、年間に多くのテストを授業内外で生徒に実施し、その中には教師自らが作成した

ものを使用することも少なくない。特に定期考査に関しては授業で学習した内容に沿って問題を作問す

ることが一般的である。しかし、従来のテストで生徒の学習到達度を適切に測定できているのか見直す

ことはこれまで疎かにされてきたのではなかろうか。学習指導要領が改訂されるこの転換期に、設問内

容や出題方法を今一度見直す必要性に着目した。 

 

３ 研究内容（取組内容）：「読むこと」と「書くこと」を測るためのペーパーテストの設問例の作成 

 観点別学習状況の評価の観点が「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」

の３観点に整理された。高等学校外国語科における「内容のまとまり」は、５領域に分類され、それぞ

れ「聞くこと」、「話すこと［やり取り］」、「話すこと［発表］」、「読むこと」、「書くこと」と定められた。

観点別学習状況の評価では５領域それぞれで、上記の評価の観点毎に評価することが求められる。テス

トの実施方法について領域ごとに研究することが理想であるが、まずは「読むこと」と「書くこと」に

焦点を絞ることにした。 

 特に英語はコミュニケーションツールとしての側面を持ちつつも、入学試験の一教科としての側面を

併せ持つことは紛れもない事実である。英文和訳や総合問題形式のテストは大学の入試の影響を少なか

らず受けている。しかし、グローバル化に対応できる能力の伸長に繋がるテストが理想であり、そのた

めに「知識・技能」と「思考・判断・表現」を評価するためのペーパーテストの問いを実際に作成し、

従来の設問と比較検討することで相違点を整理した。 

 

４ 成果 

「知識・技能」を問う設問例 

 従来の定期考査では授業内で扱った本文と同等の文章を題材にし、そこで空所補充や並び替え、英文

和訳などを出題する、いわゆる総合問題形式で作成していた。しかし、そこにはいくつかの問題が内在

している。例えば本文中で学習した表現[take away (名) (名)を取り除く]を理解しているか確認する際に、

従来では本文の該当箇所を空所にし、そこを埋める形式の設問を作成していた（図１）。しかし、その出

題方法ではその表現を正確に理解した上で正解したのか、または本文を暗記していた短期記憶により何

となく正解したのか測定することができない。 



図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そこで問いたい表現を含んだ未習題材の英文を用意し、そこを空所補充する形式に変更した。正解を

導き出すために、与えられた英文を解釈した上で空所に当てはまる表現について思考する必要がある（図

２）。この設問は本文中で学習した表現[take part in (名) (名)に参加する]を理解しているか確認する問題

であるが、正解ではない他の三つの選択肢を当てはめても表現としては成立する。しかし、文脈を把握

できないと正解できないため、【知識・技能】を活用できているのか確認する上で、有効な設問であると

考える。 

図２ 

 

 

 

 文法問題も同様である。未習題材の英文を解釈した上で、場面や状況に適する解答を文法的に導き出

す必要がある（図３）。この設問は授業内で学習した文法事項[使役動詞（make/let/have/get）]を理解し

ているか確認する問題である。基本的な文法事項に加え、意味的な違いを把握していなければ正しい選

択肢を選ぶことはできない。  

図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「思考・判断・表現」を問う設問例 

 従来の定期考査で本文の内容を問う設問を作成する際に、本文に即して名詞や指示代名詞が指す内容

を日本語で答えさせる形式が多かった（図４）。しかし、授業内で読解した本文を引用している以上、考

査中に英文を読まなくても授業の記憶を頼りに正解することが可能であった。また設問の問われ方に違



いはあるが、いわば所定の英文を和訳する問題と同じである。英語の能力伸長を測るためのテストで、

日本語で答案用紙を埋めることに妥当性があるのか甚だ疑問である。 

図４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 改善策として定期考査を作成する際に本文をパラフレイズして使用した（図５）。このことで、内容は

既習でありながら、初見の文章を定期考査で読解させることが可能になる。また和訳問題や日本語で答

える設問を減らした。なぜなら、与えられた英文をただ日本語に直すことができるだけでは英語を真に

活用しているとは言えない。英文を言語材料として理解した上で、筆者の意図を文脈から読解できて初

めて英語を活用できる程度の能力を有していると評価できるだろう。 

図５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 課題 

 生徒の英語力の伸長を評価するためには、初見またはそれに近い形式で問題を作成することは効果的

である。しかし、その形式で定期考査を実施するには二つの注意すべき大きな課題が存在する。それら

の課題の提言とその解決策についてそれぞれまとめたい。 

 一つ目に、教師が何か手立てをしなければ、生徒が定期考査を見据えた学習を取りづらくなる可能性

があることである。私がこれまで作成してきた定期考査の問題は、授業で扱った文章をそのまま使用し、

空所補充や並び替え、和訳問題として問うことが主であった。そのため、生徒は本文を書き写したり、

音読したり、授業プリントを見直したりなど、定期考査に向けた学習方法やプロセスがある程度明確で

あった。しかし、テスト後に行ったアンケートの結果からは、未習題材の英文やパラフレイズされた文

章で定期考査が出題される場合、定期考査に向けてどのように準備をしたらよいか悩むようである。生

徒の英語力の伸長を目的に実施した取り組みが、学習する意欲や機会を奪ってしまっては本末転倒であ

る。そのため、従来よりも丁寧に、そしてより具体的にテストの出題範囲や明確な学習方法を示すこと

が望ましい。負荷を掛けつつも、生徒の学習意欲を削がないような配慮が今後ますます重要になるだろ

う。 

 【知識・技能】は、学んだ言語材料が実際に使用できるようになっているか確認するために、初見ま

たはそれに近い形式の英文を出題するが、教科書の本文で学習した単語や熟語等を理解していれば解け

る問題である。そのため、表現や文法事項をまずは理解し、その上で繰り返し音読や筆写することが望

ましいと考える。 

 【思考・判断・表現】は、初見またはそれに近い形式の英文を出題するが、教科書の本文を学習する

際に活用した技能を応用すれば解ける問題である。授業では、①必要な情報、②概要、③要点、④詳細



の４つのいずれかに沿って本文を学習している。まずはそれを意識して本文を復習した上で、購入して

いる副教材から類似の英文を用意し、授業と同様の技能を活用して演習する。テスト本番でも同様な形

式で、英文の内容だけを変えてしまえば、生徒は授業で学んだスキルを意識しながらテストに向けて明

確な学習ができる。 

 二つ目に、適切な選択肢を用意しなければ、未習題材の英文が無意味になることである。例えば本文

中に登場した表現[day by day 日に日に]を出題する際に、未習題材の英文を用いて設問を作成した（図

６）。しかし、この設問は未習題材の英文を読解しなくても既存の知識や授業内の記憶を用いて正解を導

きだせる。作問する際に何を出題するのか、またどの選択肢で作問するのか精査することが必要である。 

図６ 

 

 

 

 観点別学習状況の評価を実施することは、生徒の英語力の伸長を間違いなく後押ししてくれるだろう。

しかし、その効果を最大限に発揮するためにも評価の材料をもう一度見直すことが急務であり、特にペ

ーパーテストにおいて改善すべき項目がいくつかあるように感じる。まずは「総合問題」からの脱却か

ら取り掛かり、新しいペーパーテストのスタンダードを研究していき、普及させていきたい。 


